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1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4790100475

法人名 株式会社　しまぶくろ

事業所名 グループホーム愛

所在地 沖縄県那覇市繁多川2丁目6番18

自己評価作成日 平成　31年　2月　25日 評価結果市町村受理日 令和元年6月17日

基本情報リンク先
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/47/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&Jigyos

yoCd=4792400030-00&PrefCd=47&VersionCd=022

評価機関名 株式会社　沖縄タイム・エージェント

所在地 沖縄県那覇市上之屋1-18-15　アイワテラス2階

訪問調査日 平成　31年　　3月　　　8日（金）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない
1. ほぼ全ての利用者が 1. 大いに増えている

2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

一人一人が過ごしやすい環境を作る事を心掛けている。家族や地域との繋がりの中で、その人の存在
意義を見出して頂けるよう、笑顔であたたかく接するよう心掛けて、支援している。木造の屋根付きバ
ルコニーがあり、天候を問わず、外に出る事ができる。全員でお茶会などをして、季節をたのしんでい
る。適切な医療支援を行う為に、訪問医師や訪問看護との連携をとる環境を整えている。身体面・精神
面での変化にも俊敏に対応できるように、看護師との申し送りはノートを使い常に利用者様の状態を
観察・記録している。また、職員教育の一環に内部勉強会を年間4回以上行っている。全職員が担当
制にて講師を務めるので、自主的に学習でき、日常のケアに活かされていると感じる。

開設４年目の本事業所は住宅街の袋小路に位置しており、静かで地域の方や子どもたちが気軽に訪問しやすい環
境である。木造の屋根付きバルコニーが出迎えてくれる施設のつくりはあたたかく開放的である。代表者が地域の
出身者ということもあり、自治会への加入、地域行事への参加、子供たちとの交流等、地域との交流が密である。
施設の運営においては、夜勤手当の改善等職員の働きやすい環境整備を重視し、職員が発言しやすく主体的な行
動につながっている。利用者支援については、個別支援を重視し、個々の思いを引き出し、その人らしい生活の支
援のため職員は情報共有を密に行い、常に利用者の視点に立ちケアを振り返り改善を図っている。又、利用者の
安心・安全のために、訪問診療、訪問歯科を活用している。訪問歯科については、歯の治療にとどまらず、口腔ケ
アの考え方が導入され、日々のケアに活用し、利用者の健康状態の維持につながっている。

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,20）



沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容
Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

外部評価自
己

外
部

項　　目

リビングの壁に掲げており、常に目にできるよう
にしている。日々の支援において、判断に迷う時
などは、職員同士で再確認し合っている。

地域自治会に参加し、お祭りや総会に参加して
いる。また心理療法の一環になればと、施設長
の飼っている犬を施設に連れてくる事があり、ふ
れあう時間を設けている。それをきっかけに、近
所の子供達がよく遊びに来るようになった。利用
者が散歩をしていると近所の子が声を掛けてく
れ、散歩中の、挨拶が日課になっている。また、
これまでに、鯉のぼり作りや、凧あげなどの交流
もある。

相談の際は、事業所の特色を解かりやすく説明
するよう心掛けている。また、地域高齢者の要望
に協力できる事があればと、包括センターの総
会にも参加している。

二ヶ月に一度、会議を開催している。その中で活
動状況やヒヤリハット等の報告を行い、他事業
所の職員にも参加して頂く事で、良いアドバイス
を得られている。

開設者の地元に設立したことで、地域との密着
度が高く、子どもをはじめとした地域住民に開か
れた環境にある。リビングの目につきやすい場
所に理念が掲げられており、職員の判断基準に
なっている。認知症についての研修を事業所内
で実施し利用者の行動を特性と捉え、利用者の
尊厳を守るという理念を職員全員で共有し実践
している。

3か月に１回程度、事業所から自治会の集まりに
参加している。地域のお祭りへの参加や、お盆
の青年会によるエイサー演舞の見学、避難訓練
時に地域住民の参加がある。又、施設長の飼い
犬を事業所に連れてくることにより、近所の子ど
もたちが遊びに来る。利用者との交流につな
がっている。

　2か月ごとに定期的に開催されている。知見者
として近隣の事業所職員が参加し、専門的なア
ドバイスがあった。行政の参加者からも外出支
援等についてのアドバイスや、利用者の訪問診
療移行についての報告に対し、行政から訪問診
療の一覧表が提供された。

　会議録において、家族・地域代表の
参加が確認できない。日程等を工夫
し、家族・地域代表の参加が望まれ
る。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよう
に取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 （6） ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

運営推進会議に場で、情報交換やアドバイスを
得ている。講習会などの告知はメールや、ホー
ムページでチェックしている。

職員は、「拘束廃止・リスクマネジメント委員会」
に所属し、支援に疑問が生じた際など、定期的
に話し合いの場を設けている。また、勉強会を開
催し、拘束行為の理解を深め、安全の確保と自
立支援に基ずいた、拘束をしない支援を実践し
ている。

「認知症の周辺症状と対処法」について内部勉
強会を行っている。症状を知る事で両者にストレ
スのない支援を心掛けている。職員全体で声を
掛け合うのどして、虐待予防に努めている。

いまの所、後見人制度を利用している方はい
らっしゃらない為、支援を行った事がない。今後、
対象者が入所する事も想定して内部勉強会など
は行っていく予定。

　運営推進会議の参加により、情報交換が行わ
れている。日常的には、介護保険更新時の訪問
が主であるが、疑義がある場合には、電話、メー
ルでやり取りを行っている。行政からは、研修や
法改正についてメール等でアプローチがある。

委員会が設置され、3か月に1回、ケア会議後に
委員会を開催している。委員会において、身体
拘束に関するあいまいな点が明確になるように
話し合いを実施している。身体拘束をしないため
の事業所の方針、身体拘束を行う場合の対応の
明文化がなされている。

勉強会が開催され、認知症の利用者に対する対
応方法を学んでいる。実践においては、1人に任
せるのではなく、職員同士声を掛け合うことを意
識している。管理者は、声の掛けやすい環境を
整えている。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 (7) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

12 (9) ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

ご家族と、個人面談を行い、分かりやすく説明を
行ったうえで同意を得るようにしている

利用者からは、日々の生活で直接聞いたり、様
子から汲み取っている。ご家族からの意見や苦
情は、話を切り出しやすいように入居者の担当を
設け、面会時に直接話を聴き、改善が必要な事
柄は、ミーティングを行うなどして、改善を心掛け
ている。

月に一度のミーティングは、なるべく全員が参加
するようにしている。その際、挙がった意見等は
議事録にまとめ、全員で回覧し、共有している。

労務士と委託経営している。給与水準、労働時
間、雇用保険、社会保険に関して、職員が不安
のないようにしている。

　家族の面会時に利用者の「お箸の持ち方、座
り方」についてアドバイスがあり、職員の対応が
改善できた。
家族からは、利用者に対する機能訓練の要望が
あるが、訓練の対応について見極めも必要であ
ることを伝えている。利用者からは、家族との面
会の要望がある。その際は、家族へ電話をかけ
て話してもらう対応をしている。

　月に1度のミーティングは、可能な限り全員参
加している。ミーティングの際に、職員から入浴
時間の再検討の意見があり、それまで午後の実
施を午前の実施に変更した。職員の意見が反映
され、業務改善になっている。

就業規則が整備され、職員への周知も図られて
いる。職員の備品購入の要望等には、可能な限
り応えている。夜勤手当の改善、業務改革等職
員の働きやすい環境整備が実施されている。

3/14
㈱沖縄タイム・エージェント



沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

13

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づ
くりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

代表者は職員個人々の力量を把握し、外部研修
を受ける機会を設けたり、内部にて勉強会を実
施する等、スキルを身に着け、自信を持って働け
るよう、職員を育成している。

那覇市グループホーム連絡会に参加し、情報・
意見交換を行っている。また、近隣の事業所との
交流として、包括センターの会議に参加する。運
営推進会議に知見者として参加頂くなどの関わ
りがある。

入居前に居宅訪問を行い、本人の生活状況や、
ADL状況を把握するように努めている。また、入
居体験を行い、これからどのように生活していき
たいか等を聴き、馴染んで頂けるよう努めてい
る。

上記と同様にご家族とも十分に話し合えるよう、
機会を作っている。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努め
ている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

本人、家族がどういった支援を望んでいるか見
極めるよう努めている。また、医師などの専門家
の意見も取り入れて、要望に添えられるような支
援に努めている。

「その人らしく暮らす」事を念頭に、不安の訴えが
あれば、傾聴するなどして、問題解決に取り組ん
でいる。

精神状況の安定の為には、特にご家族の協力
が不可欠。ご家族へ報告が行き過ぎて、逆に不
安要素にならないよう、気を遣う事もあるが、現
在は良い関係を保っている。

地域社会との関係は、本人の家族に聞き、把握
に努めている。外出支援を行う際、本人の好む
場所に出かける等、社会との関係性の継続に繋
がるよう心掛けている。

　故郷について折に触れ、利用者や家族から情
報収集を実施し、遠方の利用者には映像鑑賞や
近隣の利用者にはドライブを兼ねて訪問を実
施、なじみの関係の維持に努めている。なじみの
美容室利用を継続している利用者は、２か月に１
回利用している。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

リビングルームでの座席配置に注意を払ってい
る。利用者同士の口論など、トラブルに発展しな
いよう注意している。

契約終了後も、必要な場合は相談などを受けて
いる。

好きな事や、やりたい事など、関わりの中で本人
に直接聞いている。困難な場合は表情や仕草で
読み取り、ミーティング等の場で検討している。

本人に聞いたり、ご家族に訊ねるなど、把握に努
めている

　歌が好きで上手な利用者がおり、定期的にカラ
オケ大会を開催している。その際、職員は三線を
弾く等、盛り上げ役に徹している。
　又、うちなー芝居の鑑賞を解説付きで実施して
いる。できる限り利用者個々の思いを引き出す
ために日々の対応を工夫している。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

26 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに
活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

日々の様子を、個人記録に残したり、申し送り
ノート、ミーティングなどで情報を共有している。
食事、排泄、睡眠のチェック表を活用し、生活パ
ターンを把握するよう努めている。

毎月のミーティング、申し送りノートで確認し、ケ
アの統一を図っている。必要に応じて、ご家族や
職員と話し合いを持ち主治医にも意見を聞くなど
して、介護計画に反映させている。

日頃の様子や、ケアの実践は、毎日、個人介護
記録を残している。申し送りノートや日誌で情報
の共有に努めている。

本人やご家族の要望・状況に合わせて可能な限
り柔軟に対応、支援するように努めている。

　利用者の担当制を採用し、担当者は日々のケ
アの実施の際に、介護計画の短期目標を理解
し、その達成を意識している。モニタリング時にも
担当者とケアマネが情報を共有し実施している。
また、主治医や家族からの情報収集も実施され
ており、介護計画に反映されている。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

30 （13） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している 病院受診は、月2回の訪問診療にて支援してい

る。家族の希望によっては、その他の専門機関
を受診する場合もある。

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努
めている。あるいは、そうした場合に備えて
病院関係者との関係づくりを行っている。

地域の美容師の方に月1回ほど、訪問してもらっ
ている。また、地域のイベントや、公民館の行事
などは積極的に参加している。

訪問看護ステーションと契約を交わしており、週1
回の訪問がある。健康管理・医療面での助言・
相談・対応・医師との連携などを主な業務として
支援している。

入院時は施設から情報提供を提出する。病院の
相談員とは連絡を取り、定期的に面会へも行く、
退院する際は、訪問医を含めたカンファレンスを
設定する

入居時に通院の負担や訪問診療について利用
者・家族に説明し、利用者・家族の希望により利
用者全員が月２回の訪問診療を利用している。
事業所が契約している訪問看護が週１回及び急
変時に対応し、かかりつけ医と連携を取り健康
管理に努めている。訪問歯科の利用や他科の受
診支援も必要に応じて対応している。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

33 （14）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明し
ながら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

35 （15） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が
身につけるとともに、地域との協力体制を
築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （16） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

入所時に意向を伺い、事業所でも終末期のケア
ができる旨を伝えている。また、ご家族にも重度
化した場合における対応について、同意書を
取っている。

急変時の対応法のマニュアルを作成し、主治
医・家族・病院への緊急体制をとっている。

災害対策委員会を設けマニュアルを作成してい
る。年に2回の避難訓練を実施しており、備蓄の
水や食料も用意している。

日々の関わり合いの中で会話・対応について、
良くない部分があれば、職員同士で注意するよ
う努めている。つじつまが合わない事を話す利用
者へも、尊厳を損ねない声掛けに注意している。

重度化した場合や終末期のケアは開設当初か
ら行う方針であり、職員は定期的に勉強会にて
ケアについて学んでいる。入居時に利用者・家
族にリビングウィルについて説明し書面で保管し
ており、状態変化時や必要時に利用者・家族の
意向をその都度再確認している。訪問診療と訪
問看護の協力体制が整っており、看取りを行っ
た実績がある。

同建物内にある他事業所と合同で、昼間と夜間想定
の年２回避難訓練を実施している。災害時のマニュア
ルの整備及び３日分の食料品等の備蓄を建物全体で
管理している。管理者や施設事務長は事業所近くに
在住しており、緊急時はすぐに駆け付けられるように
避難訓練でも実際に自宅から施設に駆け付けてい
る。過去には近隣住民の協力もあり、現在も関係は良
好であることから、緊急時には協力が得られると考え
ている。

介助が必要な場面でも利用者の気持ちを大切に
考え、例えば排泄の失敗がある時には安心させ
るような声かけで利用者自身に納得してもらって
から介助に入れるように努めている。利用者に
対して言葉がけが不適切な場面では職員同士
で気付き、指摘するように気を付けている。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 （17） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

意思表示の難しい方へも傾聴の姿勢で二者択
一など自己決定を促しながら、時間にゆとりを
もってケアを行うよう努力している。

本人の要望、その人のペースに合わせて過ごせ
るように支援している。散歩や家事なども取入
れ、充実した暮らしになるよう働きかけている。

本人や家族に聞くなどして、その方の好みや習
慣に近づくように努めている。居室に鏡や化粧品
を置いている方もいらっしゃる。顔の産毛処理な
ど定期的に対応している。

で食事は3食とも、施設の厨房職員で提供してい
る。

管理栄養士の献立を基に3食とも施設内にある厨房
で調理している。職員は利用者と一緒に穏やかに会
話をしながら同じ食事を摂ったり持参した弁当を食べ
ている。利用者は配膳やお茶くみを手伝ったり、新聞
の読み聞かせの時に食事のメニューを伝えたり、会話
の中で好きな食べ物の話をし食事への楽しみが持て
るように工夫している。また、事業所でねぎやゴー
ヤーを育て、食材に使ったりおやつを手作りして同施
設内のデイサービスに差し入れすることもある。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

43 （18）

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

毎食、摂取量をチェックしている。食欲のない方
や、栄養状態が乏しい方などは、栄養補給食品
で補ったり、ご本人の食べやすい食事形状にす
る。器・自助具をつかう。など、自立支援を心掛
けている。

口腔ケアは毎食行っている。必要に応じて訪問
歯科を利用している。歯科医にアドバイスを受
け、日常の口腔環境の清潔保持に努めている。

排泄チェック表を活用し、個人の排泄パターンを
把握したトイレ誘導を行っている。可能な限り自
力排泄を促している。片麻痺のある方は1日置き
の誘導を行い、立位保持が困難な方は、2名介
助にて行うなど努めている。

便秘症の方は、主治医と相談し、下剤の調整を
行っている。また水分補給に抵抗がある方は、
甘味を付けるなど、摂取量を増やすよう努めて
いる。個人で乳酸菌飲料を購入されている利用
者様もおり、職員全員で意識を持って取り組んで
いる。

排泄チェック表を活用し、一人ひとりの排泄パ
ターンを把握し、排泄の訴えがない利用者にも
声かけでトイレで排泄ができるように工夫してい
る。座位保持が困難で排泄の訴えも無くおむつ
交換をしていた利用者を、ポータブルトイレを使
用することで、１日おきにポータブルトイレで排便
ができるようになった事例がある。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

45 （19） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

47 (20) ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

入浴の拒否がある方は、特定の曜日を決めず、
天気や機嫌の良い時など、ご本人が気分を害す
る事のないように、声掛けのタイミングに注意し
ている。

睡眠チェック表を用いて、一人一人の睡眠状況
を把握している。前夜に休息が取れなかった方
へは、表情や姿勢などを観察して、適宜臥床して
頂いている。

薬の情報は、個別ファイルにて、いつでも閲覧で
きる所に置いている。また、薬剤師と居宅管理指
導を結んでおり、電話相談できる環境も整えてい
る。

利用者、ご本人の希望と、ご家族に聞いた、趣
味・嗜好などを参考にできる限り支援している。
例えばショッピング、ドライブ、カラオケ、散歩な
どがある。

週２回の個浴を基本としているが、利用者の希
望に応じて対応している。入浴を好まない利用
者へは天気や機嫌のタイミングをみながら声か
け気持ちよく入浴できるように工夫している。脱
衣所には洗濯機があり、洗剤等が多量に置かれ
ており浴室の雰囲気が見られない。

利用者一人ひとりが薬剤師の居宅療養管理指導を利
用しており、薬局にて個別の箱にセットされて事業所
に配達される。その日の業務担当が一人で食前に利
用者の名前が書かれたトレーにセットし、服薬時に名
前とセットされた薬を復唱、服薬後はチェック表に印を
している。服薬の変更は薬局から届く箱に服薬情報が
入っており、薬ファイルに保管している。以前は服薬
のフローチャートがあったが、業務内容の改定後の服
薬のフローチャートがない。

脱衣所に洗剤等が多量に並んでおり
目につく状態のため、環境整備が望
まれる。

服薬支援に関するマニュアル等の作
成が望まれる。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

49 （21） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。又、
普段は行けないような場所でも、本人の希
望を把握し、家族や地域の人々と協力しな
がら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

52 （22） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

遠方えの外出は職員の出勤状況・日程の調整を
して行っており、月に一度はドライブを計画して
いる。季節の花を見に、近くの公園に徒歩でいく
事もある。

所持金は家族と話し合い、大きすぎない金額に
決めている。利用者に希望を聞いて買い物の為
の外出を定期的に支援している。

以前は携帯電話を持参されている利用者もいら
したが、現在は解約しており、電話を使いたい時
は、事務所にて通話していただいている。夜に要
望がある事も多い為、日中の時間帯を決めて案
内している。

日差しが眩しくないように、テーブル・椅子の配
置に工夫したり、のれんなどで遮光している。リ
ビングでくつろぐ時間はお茶が自由に飲めるよう
に、テーブルに急須や湯呑を準備している。

外出を希望する利用者は事業所周辺を散歩した
り、近隣の公園に季節の花を見に出かけてい
る。利用者全員で遠方にドライブに出かけた際
は、普段外出を希望しない利用者も車内では歌
を歌ったり、表情や機嫌が良かった事例がある。

リビングは窓が大きく、近所の子供たちが遊ぶス
ペースが見えるようになっている。共有スペース
にソファを置き、利用者が自由にくつろいでテレ
ビが見えるような空間がある。作品作りが得意な
職員が利用者と一緒に季節の飾り物を作成し共
有スペースの壁に掲示している。
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沖縄県（グループホーム愛）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況
次のステップに向けて期待したい内

容

外部評価自
己

外
部

項　　目

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室は、本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

テレビの近くにソファーがあり、少し横になりたい
方や、静かにテレビを楽しまれたい方が利用して
いる。

入居時、愛着のある物をも持ってきてもらい、住
んでいた環境に近い環境作りを心掛けている。
本人からの希望や、その他に必要な物があれ
ば、家族に購入をお願いする場合もある。

「できる事」を維持できるよう、ADL状況に合わせ
たケアを行っている。食事の際は車椅子から椅
子に移乗し、正しい姿勢を維持して頂く。「わかる
事」トイレの場所を思い出せるよう、トイレへの経
路を示す張り紙を張り、自室の前には本人の名
前のプレートを張り出している。

ベッド、タンス、エアコン、レースの付いた二重の防災
カーテンを備え付けており、利用者の状態に合わせて
家具の配置をしている。また、全室にバルコニーに行
き来できる掃き出しがある。木造建物のため、湿度確
認のために湿温計と除湿器を設置している。年に２回
衣替えを家族に協力してもらい荷物を置きすぎないな
ど居心地よく過ごせる居室づくりに配慮している。仏壇
やテレビ、ハンガーラックや鏡台、音楽プレーヤーや
置物など愛着のある物を持ちこんでいる利用者もい
る。
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　（別紙４（２）） 事業所名：グループホーム愛

目標達成計画 作成日：　令和　元年　　5月　　25日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 45
脱衣所に洗剤等が多量に並んでおり目につく
状態のため、環境整備が望まれる。

倉庫のような印象があると思われます。マン
ションや、統合施設などの脱衣所を参考に、
入浴に行く事が楽しみになるような環境を作
る。

・洗剤の棚にはカーテンを取り付ける。
・壁に鏡と、間接照明を取り付け、鏡台のよ
うな　スペースを設ける。

1ヶ月

2 47
服薬支援に関するマニュアル等の作成が望ま
れる。

「誤薬防止フローチャート」と称し、薬の与薬
までの流れを一覧できる表を作成する。ま
た、その表は職員の目につきやすい場所に
貼り、いつでも見られるようにしておく。

表を作成するにあたって、職員間で話し合
いを持ちました。具体的に注意するポイント
など、再確認の為に意見交換する。

2ヶ月

3 4
　会議録において、家族・地域代表の参加が確
認できない。日程等を工夫し、家族・地域代表
の参加が望まれる。

ご家族より「会議というと、何をするの？」と
いう声が良く聞かれるので、硬くならない雰
囲を作る。当施設の特色を確立する。

近隣の認知症カフェを訪ねて参考になる事
を実行する。職員一人一人の個性が具現化
するように、職員研修にも力を入れる。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。 ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


